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§１．研究成果の概要 

 

今年度も幾何学的位相に駆動された非線形応答について理論的研究をおこなった。 

幾何学的位相による非相反トンネリング現象については、定常状態における非相反電流応答（ダ

イオード効果）を解析した。ケルディッシュグリーン関数法を用いて緩和の効果を取り込み、幾何学

的ゼナートンネリング現象の非相反電流公式を導出した。さらに、スピン軌道相互作用のある場合

には非相反スピン流が発生することを明らかにした。 

マルチフェロ磁性体における非線形光学応答については、スピンハミルトニアンに基づいたマグ

ノン・シフト電流の記述法を構築した。電気分極をスピン演算子により記述し、マグノン表示と非線

形光学応答のファインマン・ダイアグラム法を組み合わせることにより、一般のスピン模型において

非線形光学応答を系統的に記述できることを明らかにした。 

原子層ヘテロ接合系の非線形光学応答については、さきがけトポロジー領域の井手上先生によ

って遷移金属ダイカルコゲナイドと黒リンの接合系で光起電力効果が観測されたことをうけ、原子

層ヘテロ接合系のモデル解析を行い、さきがけ内共同研究を行った。これにより極性を持つ界面

において電気分極やシフト電流が現れることを明らかにした。 
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